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大豆「ユキホマ レ」を用いた岩手県における麦後大豆栽培技術
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1 は じ め に

岩手県において一般的な大豆の播種期は 6月 中旬まで

であり,小麦の収穫期は早くても6月 末からであるため,

小麦収穫後の当年に大豆を栽培することは難しい。一方 ,

大豆 「ユキホマレ」は,北海道立十勝農業試験場の育成

品種であり,北海道の自目品種の中でも成熟期が最も早

く,道央では水稲の田植え作業と大豆の播種作業の競合

を回避できる品種として普及している。

本報告では,岩手県で小麦収穫後の 7月 以降に「ユキ

ホマレJを用いて大豆を晩播栽培する技術 (図 1)を検

討し,実用化の見込みと課題を示したものである。

2試 験 方 法

(1)品種比較試験

1)試験年次 :1999年～2004年

2)試験場所 :岩手県農業研究センター (普通畑)

3)施肥量 :窒素 04, リン酸 18,カ リ13(kg/a)
4)播種期 :5月 28日 ・7月 3日 (2002年～)

5)供試品種 :ユ キホマレ・他 2品種

(2)播種期及び密度試験

1)試験年次 :2002年～2004年

2)試験場所及び施肥量は (1)に 同じ

3)播種期 :7月 3日 ・7月 20日

4)播種密度 :222本/ポ (畦間 30cm× 株間 15cm)・
333本 /nf(同上×株間 10cm)

(3)麦後栽培の施肥試験

1)試験年次 :2005年

2)試験場所 :同上 (水田転換畑,小麦「ナンプコム

ギJ収穫後,表得鋤込量 45 6kg/a)
3)施肥量 :窒素 4段階,他は (1)に同じ
4)播種期 :7月 19日
5)播種法 :機械播種 (畦間 30cm)

(4)カロエ試験

1)味噌
a供試原料 :2002年及び 2003年の岩手県農業
研究センター所内産

b加工業者 :岩手県内 S社
2)豆腐等
a供試原料 :2005年の岩手県 S町産
b加工業者 :岩手県内 K社 (木綿豆腐・豆乳)・
同 H社 (木綿豆腐・寄せ豆腐 )

3 試験結果及び考察

(1)品種比較試験
「ュキホマレ」は,小麦収穫後の時期 (試験は 7月 3

日)の晩播で比較した場合,従来の極早生品種である
「ワ

セスズナリ」より成熟期は 4日 早く,子実重は同等であ

る。また,百粒重は「ワセスズナリJよ り重く,岩手県

における大豆の標準的な播種期 (同 5月 28日 )に播種し

た「スズカリ」並を期待できる (表 1)。

(2)播種期及び密度試験

小麦収穫直後の 7月 上旬播種 (試験は 7月 3日 )では,

222～ 333本/nfの密度の狭畦栽培で子実重 30kg/a前後

を得ることができる。小麦収穫後に一定期間を経過 した

7月 中旬播種 (同 7月 20日 )では,222本 /ポで子実重
が約 3割低下するが,333本/ポでは 2割未満である (表

2)。 栽培上の期待値は,稔実奏数 550奏/ぽ前後,子実

重 27kg/a前後,百粒重 32g前後といえる。

(3)麦後栽培の施肥試験

土壌中の前作小麦の麦稗鋤込量が概ね通常の条件 (試

験は 45 6kg/a)で は,側条施肥は全層施肥より子実重が

約 3kg/a重 かつたが,窒素施肥量 0 3kg/aで生育初期の

葉色が 0 6kg/a以上と比べてやや淡かつた (表 3)。 麦後

栽培における窒素施肥は,一般的な大豆栽培 (麦得鋤込

なし)よ り多い 0 6kg/a以上を側条施肥することが適当

と推察される。

(4)加工試験

味噌への加工に関しては,蒸煮大豆・製品ともに色・

味等が良く,総合評価も「良い」と評価され (表 4),煮

豆も含めて適性を有すると考えられる。一方,木綿豆腐

については,製造工程上の課題に加えて製品も既存品種

より「やや劣る」と評価されたが,豆乳や寄せ豆腐に関

しては,製造条件の改変等により品種の特性を活かした

製品化の可能性が示唆された (表 5・ 6)。

4 ま  と  め

以上のように,「ユキホマレJを用いることによつて ,

岩手県で小麦収穫後の大豆栽培ができる。

今後,本格的な実用化に向けては,加工技術の改善と

ともに,播種が梅雨期であることから作業性や収益性に

ついても検討が必要である。

-71-



東 北 農 業 研 究 第 59号 (2006)

表 1 品種比較試験
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図 1 麦後大豆栽培の体系

表 2 播種期及び密度試験
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表 3 麦後栽培の施肥試験
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注)等級は 検査機関に基づく品質調査の結果を示す。

初期葉色〈播種20日後)は 0普通●:やや淡い 2:淡いを示す。

表4 味噌加工試験
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表 5 豆腐等加工試験 (製造工程)
漫漬時間 三早t濃度  ¨_.._ :       機評

凝固状態  |    〈ュキホマレ)

表 6 豆腐等加工試験 (製品評価)

委託先   1 製品 色調 硬さ 考盤ξ 堪ち 渋味エグ味 香り 総合評価

なめらかさは
'ざ
らつく～5なめらか 甘み こく―香りは1ない～5:ある 総合評価は1:劣る～5:優るを

示し総合評価を除く各項目は必ずしも数値の大小が螢劣を表さない.
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